






要約:骨髄移植を行った小児 13 例に対し身長発達・内分泌機能を検討した。身長増加は一

時的に遅延する傾向がみられた。内分泌検査では,薬剤負荷による GH 分泌が正常でも睡眠

中の分泌の低い例が約半数にみられ,また潜在性の甲状腺機能低下と思われる例が多く,さ

らに思春期の男児では LH-RH負荷に対し過大反応がみられた。15 才の男児 1例には睾丸生

検を行い,aspermatogenesis を認めた。以上より骨髄移植後の内分泌機能の検討は重要で

今後とも長期間に渡る追跡調査が必要と思われた。 


